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連
載
・
国
際

ノ
ル
ド
グ
レ
ー
ン
社（
下
）

リポート
前
回
に
引
き
続
き
、
ノ
ル
ド
グ
レ
ー
ン
社
に
訊
く
。
再
エ
ネ
を
電
力

市
場
に
統
合
し
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。
今
回
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地

消
の
た
め
に
も
需
要
な
需
要
家
側
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
見
る
。

１
・
５
㌐
㍗
の

デ
マ
ン
ド
・
サ
イ
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

安
い
再
エ
ネ
を
産
業
に
供
給
す
る
～

　
１
０
０
％
再
エ
ネ
社
会
の
実
現
を

北
ド
イ
ツ
か
ら

同
社
の
バ
ー
チ
ャ
ル
発
電

所
に
は
生
産
側
だ
け
で
な

く
、
需
要
側
の
制
御
も
含
ま

れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

「
太
陽
光
と
風
力
は
変
動

電
源
で
す
か
ら
、
市
場
の
需

要
、
天
候
状
況
の
変
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
で

き
る
限
り
多
く
の
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
出
力
を
バ
ー
チ
ャ
ル

発
電
所
の
中
に
取
り
入
れ

て
、
そ
れ
を
投
入
可
能
な
状

態
に
す
る
こ
と
が
大
事
で

す
。
こ
れ
に
は
先
述
し
た
バ

イ
オ
ガ
ス
の
他
に
も
、
パ
ワ

ー
・
ト
ゥ
・
ヒ
ー
ト
（
Ｐ
２

Ｈ
）
や
、
パ
ワ
ー
・
ト
ゥ
・

ガ
ス
（
Ｐ
２
Ｇ
）、
電
気
自

動
車
と
い
っ
た
、
再
エ
ネ
の

余
剰
電
力
を
熱
・
交
通
分
野

で
使
っ
て
い
く
セ
ク
タ
ー
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
、
そ
れ
か
ら
デ

マ
ン
ド
・
サ
イ
ド
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
が
含
ま
れ
ま
す
。」

と
、
ノ
ル
ド
グ
レ
ー
ン
社
の

経
営
者
ト
ル
ゲ
・
ヴ
ェ
ン
ト

氏
は
説
明
す
る
。

こ
の
う
ち
パ
ワ
ー
・
ト

ゥ
・
ヒ
ー
ト
（
Ｐ
２
Ｈ
）
に

つ
い
て
は
、
風
力
の
余
剰
電

力
が
豊
富
な
北
ド
イ
ツ
で

は
、
す
で
に
一
般
的
に
行
わ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ノ
ル

ド
グ
レ
ー
ン
社
の
顧
客
で
あ

る
自
治
体
エ
ラ
ー
ラ
ウ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
公
社
の
地
域
暖
房

は
、
通
常
は
バ
イ
オ
ガ
ス
・

コ
ジ
ェ
ネ
か
ら
熱
を
得
て
い

る
。
し
か
し
、
地
域
で
安
い

風
力
の
余
剰
電
力
が
生
じ
て

い
る
時
に
高
価
な
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
を
行
う
こ
と
は
意
味

が
な
い
。
と
は
い
え
地
域
暖

房
の
た
め
の
熱
は
必
要
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
風

力
の
余
剰
電
力
で
温
水
を
作

る
の
が
Ｐ
２
Ｈ
設
備
だ
。

ノ
ル
ド
グ
レ
ー
ン
社
の
中

央
管
理
シ
ス
テ
ム
が
、
ど
の

時
点
で
Ｐ
２
Ｈ
設
備
を
稼
働

昨
年
末
ノ
ル
ド
グ
レ
ー
ン

社
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
再
エ

ネ
分
野
で
先
進
的
な
電
力
会

社
ア
グ
タ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
資
金
出
資
を
得
て
、
同
社

の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
た
。

ア
グ
タ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
は
、
ド
イ
ツ
の
デ
マ
ン

ド
・
サ
イ
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
先
進
企
業
で
あ
る
エ
ン

テ
リ
オ
ス
社
も
買
収
し
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
エ
ン
テ
リ

オ
ス
社
の
管
理
す
る
需
要
家

と
ノ
ル
ド
グ
レ
ー
ン
社
の
バ

ー
チ
ャ
ル
発
電
所
を
シ
ン
ク

ロ
化
し
て
運
用
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
に
な
る
。

こ
う
い
っ
た
環
境
の
中
、

ノ
ル
ド
グ
レ
ー
ン
社
で
は
、

ド
イ
ツ
全
土
の
大
手
産
業
の

顧
客
に
各
地
域
の
安
い
再
エ

ネ
電
力
を
供
給
し
て
い
く
仕

組
み
を
普
及
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
、
今
後
の
目
標
と
し
て

い
る
。

ま
た
ア
グ
タ
ー
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
社
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
山
地
に
多
く
の
水
力
発
電

所
を
所
有
し
て
い
る
。
現

在
、
北
ド
イ
ツ
と
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
間
に
は
海
底
直
流
ケ
ー

ブ
ル
が
建
設
中
で
あ
り
、
２

０
２
０
年
頃
に
運
転
開
始
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

実
現
す
る
と
、
北
ド
イ
ツ
の

風
力
に
よ
る
余
剰
電
力
を
ノ

ル
ウ
ェ
ー
の
揚
水
発
電
に
貯

め
て
お
く
と
い
う
運
用
も
可

能
に
な
る
。

ノ
ル
ド
グ
レ
ー
ン
社
で
は
、

こ
う
い
っ
た
新
し
い
戦
略
的

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
働
に
よ

っ
て
、
北
ド
イ
ツ
に
い
ち
早
く

原
発
と
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

な
い
社
会
を
実
現
し
た
い
と

い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
に

つ
い
て
、
世
界
は
ド
イ
ツ
の

手
取
り
足
取
り
を
見
て
い
ま

す
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
人
は
、

北
ド
イ
ツ
を
見
て
い
ま
す
。

目
標
は
世
界
を
１
０
０
㌫
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
導
く

よ
う
な
革
新
を
北
ド
イ
ツ
か

ら
実
現
し
て
い
く
こ
と
。
こ

こ
で
機
能
す
る
と
証
明
さ
れ

た
こ
と
は
、
世
界
中
で
機
能

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
ヴ

ェ
ン
ト
氏
は
語
る
。（

滝
川
薫
）

ド
イ
ツ
先
端
企
業
：

【
前
号
か
ら
続
く
】

応
じ
て
制
御
で
き
る
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
は

バ
ー
チ
ャ
ル
発
電
所
を
運
用

す
る
再
エ
ネ
直
売
代
行
業
者

は
多
く
あ
る
。
そ
の
中
で
同

社
の
発
電
所
容
量
の
規
模
は

中
く
ら
い
の
位
置
づ
け
だ
。

し
か
し
、
同
社
の
よ
う
に
地

域
に
根
差
し
な
が
ら
、
多
様

な
発
電
技
術
と
需
要
家
を
取

り
ま
と
め
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
運
用
を
行
っ
て
い
る
企

業
は
稀
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
意
味
で
革
新
的
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ド
イ

ツ
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

さ
せ
る
の
か
を
判

断
し
、
運
転
を
自

動
制
御
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た

サ
ー
ビ
ス
は
今

後
、
Ｐ
２
Ｇ
の
分

野
に
も
広
げ
ら
れ

て
い
く
予
定
だ
。

も
う
一
つ
の
重

要
な
事
業
分
野

が
、
典
型
的
な
デ

マ
ン
ド
・
サ
イ

ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
あ
る
。
ノ
ル

ド
グ
レ
ー
ン
社
で

は
、
電
力
大
手
消

費
者
の
工
場
を
顧

客
と
し
て
１
・
５

㌐
㍗
の
出
力
を
契

約
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
８
０
０
㍋

㍗
に
つ
い
て
は
市

場
の
需
給
状
況
に
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講
演
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
。
当
日
は
会
場

に
入
り
き
ら
な
い
来
場
者
で
溢
れ
た
◀

小泉純一郎氏近影

―
―「
我
悔
い
る
、ゆ
え
に
我
あ
り
」

元
総
理
・
小
泉
純
一
郎
氏
の

　
勇
気
と
正
義
の
自
己
省
察

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

Something
NEWS

▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第⑤回

▼
元
総
理
の
講
演
会

元
総
理
大
臣
の
小
泉
純
一

郎
氏
の
「
原
発
ゼ
ロ
」
に
向

け
た
活
動
を
紹
介
す
る
。
２

０
１
７
年
３
月
２
日
に
、
福

島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
た

同
氏
の
講
演
会
に
、
千
葉
県

大
多
喜
町
か
ら
参
加
し
た
。

会
場
の
郡
山
市
民
文
化
会

館
で
は
、
途
切
れ
な
く
到
着

す
る
聴
衆
で
、
定
員
２
０
０

０
人
の
大
ホ
ー
ル
は
一
杯
と

な
っ
た
。
入
場
整
理
券
を
忘

れ
た
た
め
会
場
に
入
場
で
き

ず
、
５
階
の
会
議
室
の
ス
ク

リ
ー
ン
で
講
演
風
景
を
視
聴

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

講
演
会
は
、
小
泉
氏
の
活
動

に
共
感
す
る
「
下
村
満
子
の

生
き
方
塾
」
が
主
催
し
た
。

講
演
会
後
、
協
賛
者
の
吉

原
毅
氏
（
城
南
信
用
金
庫
相

談
役
）
と
は
、
会
場
で
祝
意

を
述
べ
握
手
し
た
。
同
氏
に

は
、
千
葉
大
学
で
開
催
し
た

「
市
民
の
、
市
民
に
よ
る
、

市
民
の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

連
続
講
座
」
で
２
０
１
４
年

８
月
、
講
師
を
お
願
い
し
た

縁
が
あ
る
。
以
来
、
昨
年
９

月
の
福
島
市
で
の
講
演
会
、

今
年
２
月
に
千
葉
市
で
開
催

さ
れ
た
新
年
会
で
も
お
会
い

し
た
。
こ
う
し
て
筆
者
も
、

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

実
施
に
向
け
、
業
者
と
打
合

せ
中
で
あ
る
。

▼
小
泉
氏
の
「
原
発
ゼ
ロ
」

活
動小

泉
氏
の
こ
の
活
動
の
き

っ
か
け
は
、
２
０
１
３
年
８

月
、
日
本
の
原
発
関
係
会
社
の

方
々
と
一
緒
に
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
オ
ン
カ
ロ
（
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
）

を
見
学
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
時
、
地
層
処
分
に
必
要
な
オ

ン
カ
ロ
の
よ
う
な
岩
盤
の
地

層
は
日
本
に
は
な
く
、
し
か
も

10
万
年
と
い
う
途
方
も
な
い

長
さ
の
未
来
ま
で
負
の
遺
産

と
な
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
総
理

時
代
に
聞
か
さ
れ
た
原
発
の

優
位
性
は
「
ウ
ソ
だ
っ
た
」
こ

と
を
知
っ
た
。

総
理
時
代
に
自
身
も
進
め

た
「
原
発
推
進
政
策
」
の
間

違
い
を
自
覚
し
た
と
い
う
。

小
泉
氏
は
、
そ
の
後
、
黙
っ

て
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か

ず
、「
原
発
ゼ
ロ
」
の
活
動

を
始
め
た
。
衆
目
を
集
め
た

の
は
２
０
１
４
年
１
月
に
行

わ
れ
た
東
京
都
知
事
選
挙
で

の
、
元
総
理
の
細
川
護
熙
氏

の
応
援
で
あ
っ
た
。
そ
の
時

の
小
泉
氏
は
、
現
役
時
の
ま

ま
の
迫
力
が
印
象
に
残
る
。

２
０
１
６
年
５
月
に
は
、

吉
原
毅
氏
ら
と
米
海
軍
の
基

地
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
を
訪
問
し

た
。
３
・
11
後
、
軍
令
で
救

援
（
こ
れ
を
「
ト
モ
ダ
チ
作

戦
」
と
い
う
）
に
参
加
し
た

兵
士
た
ち
が
、
放
射
能
被
ば

く
に
よ
り
７
名
が
死
亡
し
た

ほ
か
、
多
数
の
被
ば
く
者
が

出
て
、
兵
士
ら
４
０
０
名
が

原
告
と
し
て
東
京
電
力
を
訴

追
し
た
。

小
泉
氏
ら
は
そ
の
兵
士
ら

と
面
会
し
、
悲
惨
な
原
発
事

故
の
実
情
を
聞
き
、
落
ら
く
る
い涙
し

た
。
こ
れ
は
、
自
身
を
含

め
、
こ
れ
ま
で
の
政
府
が
進

め
て
き
た
原
発
推
進
政
策
へ

の
自
己
省
察
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

▼
「
勇
気
」
と
「
正
義
」

こ
の
「
原
発
ゼ
ロ
」
の
活

動
は
、
元
総
理
の
立
場
と
し

て
は
特
異
で
あ
り
、
総
理
時

代
と
は
逆
行
し
、「
無
責
任
」

な
行
動
と
批
判
す
る
人
が
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、
小
泉

氏
の
行
動
こ
そ
が
、「
勇
気
」

と
「
正
義
」
に
裏
打
ち
さ
れ

た
行
動
で
あ
る
と
、
筆
者
は

思
う
。
こ
れ
に
応
え
て
、
哲

学
者
・
今
道
友
信
（
１
９
２

２
～
２
０
１
２
年
）
氏
の
先

見
性
あ
る
考
察
を
引
用
し
、

エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。

現
代
社
会
は
、
科
学
技
術

を
適
用
し
、
便
利
で
快
適
な

暮
ら
し
と
と
も
に
、
社
会
変

革
も
作
り
出
し
て
い
る
。
科

学
技
術
は
、
も
は
や
空
気
と

同
じ
よ
う
に
環
境
と
な
っ
て

お
り
、
日
常
は
気
が
付
か
な

い
が
、
不
可
欠
で
強
大
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

今
道
氏
は
、
こ
の
状
況
を

「
技
術
連
関
」
社
会
と
呼
び
、

こ
う
し
た
現
代
社
会
で
必
要

な
倫
理
観
を
「
エ
コ
・
エ
テ

ィ
カ
」
と
し
て
提
唱
し
た
。

同
氏
は
、「
勇
気
と
は
、

自
分
が
正
し
い
と
信
じ
て
い

る
こ
と
を
、
た
め
ら
わ
ず
に

発
言
す
る
こ
と
」
と
、
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
の
言
葉
を
引
用

し
教
え
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
は
、「
勇
気
と
は
、

人
の
た
め
に
命
を
捨
て
る
こ

と
」
と
も
言
う
。
が
、
今
道

氏
は
、
発
言
す
る
勇
気
は
、

男
性
だ
け
で
は
な
く
、
女
性

も
当
然
も
つ
べ
き
も
の
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。

小
泉
氏
の
行
為
は
、
社
会

正
義
に
基
づ
い
て
い
る
が
、

い
る
。
小
泉
氏
の
行
動
は
、
今

道
氏
の
「
エ
コ
・
エ
テ
ィ
カ
」

で
の
考
察
に
合
致
し
て
い
る
。

▼
「
技
術
連
関
」
と
「
エ

コ
・
エ
テ
ィ
カ
」

科
学
技
術
は
、
ま
す
ま
す

複
雑
に
な
り
巨
大
化
し
て
い

る
。
原
発
は
、
そ
の
典
型
例

で
あ
る
。
巨
大
シ
ス
テ
ム

は
、
個
人
の
手
に
は
な
く
、

国
家
や
企
業
や
法
人
の
よ
う

な
団
体
の
所
有
に
な
る
。
そ

の
経
営
や
運
営
判
断
は
個
人

の
仕
事
で
は
な
く
、
何
人
か

の
個
人
で
構
成
さ
れ
る
委
員

会
形
式
の
「
団
体
の
指
導
機

関
」
で
あ
り
、
責
任
も
そ
の

所
在
と
な
る
。

す
る
と
、
責
任
は
不
明
と

な
る
。
責
任
の
取
り
方
に

は
、
委
員
長
の
降
格
、
委
員

の
総
辞
任
、
委
員
会
の
権
限

縮
小
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
を
選
ん
だ
国
民

や
社
会
の
責
任
と
も
な
り
、

責
任
は
空
中
分
解
す
る
。

近
い
未
来
に
一
般
化
す
る

ロ
ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
が
活
躍
す

る
社
会
で
は
、
個
人
の
人
間

の
判
断
や
力
は
、
消
え
失
せ

る
。
事
故
や
不
都
合
の
責
任

は
ま
す
ま
す
不
透
明
と
な

る
。
巨
大
化
す
る
と
、
そ
れ

に
関
わ
れ
る
人
と
そ
う
で
な

い
人
の
二
極
化
、
あ
る
い
は

格
差
が
生
じ
、
社
会
の
公
正

が
保
て
な
く
な
り
、
正
義
も

霧
消
す
る
。

こ
う
し
て
、
巨
大
シ
ス
テ

ム
に
支
配
さ
れ
、
こ
れ
に
依

存
し
た
「
技
術
連
関
」
社
会

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
個
人
向

け
の
哲
学
や
倫
理
と
は
別

に
、
団
体
や
集
団
の
た
め
の

哲
学
や
倫
理
と
し
て
の
「
エ

コ
・
エ
テ
ィ
カ
」
が
、
合
意

形
成
や
判
断
に
必
須
と
な

る
。
今
道
氏
は
、
５
年
前
に

没
し
た
が
、
そ
の
先
見
性

は
、『
未
来
を
創
る
倫
理
学

エ
コ
・
エ
テ
ィ
カ
』
等
の
著

書
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
小
泉
氏
に
エ
ー
ル

小
泉
氏
は
、
著
書
『
黙
っ

て
寝
て
は
い
ら
れ
な
い
』
で
、

「
原
発
ゼ
ロ
」
に
取
り
組
む
勇

気
づ
け
に
、『
論
語
』
の
「
過

ち
て
は
改
む
る
に
憚
る
こ
と

勿な
か

れ
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
、〝
憲
政
の
神
様
〟
と
い
わ

れ
た
尾
崎
行
雄
の
「
人
生
の

本
舞
台
は
常
に
将
来
に
在
り
」

を
挙
げ
、
齢
よ
わ
い

七
十
に
到
達
し

た
今
で
も
不
断
の
決
意
と
挑

戦
の
思
い
を
固
く
し
て
い
る
。

私
が
、
あ
え
て
小
泉
氏
に
贈

る
の
は
、「
我
悔
い
る
、
ゆ
え

に
我
あ
り
」
で
あ
る
。

そ
れ
は
公
平
が
保
た

れ
て
い
る
社
会
を
前

提
と
し
て
い
る
。
今
道

氏
は
、「
正
義
は
、
正

し
く
責
任
を
取
る
こ
と

で
あ
る
」
と
も
述
べ
て


